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調 査 研 究 の 目 的 

大淀川は本県を代表する一級河川であり、上流部に位置する都城盆
地は全国有数の農畜産地帯である。大淀川の２次支川で都城市山之口
町や三股町を流域に持つ花の木川は、平成 28 年度よりほとんどの年
度において BOD(生物学的酸素要求量)が環境基準未達成の状況が続い
ている 1)。この状況を受け、令和４年度下半期を中心に実施された花
の木川流域水質調査では、花の木川やその流入河川等の多くの地点で
BOD の環境基準値の超過が確認された。 

大淀川上流域及び沖水川については過去にも汚濁原因調査を行って
いるが 2) 、本研究では、花の木川の水質環境の改善に資するため、過
去の水質測定結果の解析や水質調査を行うことで水質汚濁の状況を推
測し、併せて、汚濁が問題となっている周辺河川や水路等についても
調査や解析を行い、汚濁要因を明らかにすることを目的とする。 

調査研究の進捗状況 

 
これまでの成果や問題点等を 

含む。  

平成 25年度から令和 5年度までの 11年間の水質調査結果のデータ解

析を行った。結果、桜木橋の BOD については第 2 四半期（夏期）に環

境基準値（2 mg/L）を超過していないものの、第 4 四半期（冬期）には

高い確率で超過する傾向が見られた。また令和 5 年度の BOD75%値は

1.8 mg/L で環境基準値を超過してないものの、同年度第 4 四半期の BOD

平均値は 4.8 mg/L となり依然として高い傾向であることを確認した。さ

らに、BOD と SS（浮遊物質量）の相関を解析したところ、相関は認め

られなかった。このことから、有機性汚濁の原因は SS との相関は小さ

く、溶解性成分に由来していると考えられた。 

令和 6 年度は、過去の調査結果から 10 地点を選定し、pH、BOD、SS、

EC、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素を調査した。その結果、BOD 値が冬

期に高くなること及び BOD と SS の相関が低いことが過去のデータ解

析の結果と同じであった。 

令和 7 年度からは測定項目に N-BOD（窒素由来 BOD）、C-BOD（炭

素由来 BOD）、NH4
+、Na+、K+を追加して水質調査を実施し、採水地点

の流量や測定対象地域の土地利用状況を加味した解析を行うことで汚

濁要因を推定していく。 
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